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目的:
脳卒中再発リスクの時代的推移についての疫学研究は、国外ではこれまでにいくつか報告されている
が、日本国内での報告はない。そこで今回、日本の地域住民を対象とした半世紀以上にわたる前向き
コホート研究のデータを用いて脳卒中再発リスクの時代的推移を検討した。

方法:
1961年、1974年、1988年、2002年に設定した4つのコホートを用いた。脳卒中再発リスクを検討するた
め、各コホートをそれぞれ10年間追跡し、その期間に初発の脳卒中を発症した154名（第1サブコホー
ト：1961-1971年）、144名（第2サブコホート：1974-1984年）、172名（第3サブコホート：1988-1998
年）、146名（第4サブコホート：2002-2012年）を本研究の対象として、各サブコホートの対象者を脳
卒中初発日から5年間追跡した。全脳卒中初発後5年間の再発リスクについて、カプラン-マイヤー法お
よび性年齢調整したコックス比例ハザードモデルを用いてサブコホート間で比較した。

結果:
全脳卒中および虚血性脳卒中初発後の再発リスクは第1サブコホートから第3サブコホートにかけて有
意に低下したが、第3サブコホートから第4サブコホートにかけては明らかな低下は認めなかった。出
血性脳卒中初発後の再発リスクは主に第1サブコホートから第2サブコホートにかけて低下し、第2サブ
コホートから第4サブコホートにかけては明らかな低下は認めなかった。これらの傾向は性年齢調整後
もほぼ同様であった。

結論:
日本人の地域住民において、脳卒中再発リスクは主に1960年代から1990年代にかけて低下したが、近
年は明らかな低下を認めなかった。
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